
事 業 番 号 ８ 事業名等 観光協会補助金 

仕分け結果 市が実施（要改善） 担 当 課 観光振興課 

 

仕分けの論点 協会の早期一元化（統合）、観光振興事業の充実 

 

今後の方針 

【改善見直し】 

①事業の効率化や効果的な観光振興策を進めていくため、市内４観光協会の一元化に

向けた協議を引き続き開催する。 

平成 25年度当初から一元化された観光協会でスタートすることを目標とする。 

 

②より効率的かつ効果的な集客を図るため、広域的な観光振興に向けた体制作りを進

めていく。 

 

 

方針策定理由 

 

 少子高齢化・人口減少時代を迎える中、「観光振興」は、交流人口の増加、その経済

波及効果の広さが注目され、国をはじめ都道府県、各自治体での取り組みが活発化し

ている。 

また、地域間競争を勝ち抜き、海外からの集客を見据えて、市町村や府県の枠組み

を超えた広域観光に取り組む地域が確実に増加している。 

 このような状況の中、行政と観光協会が一体的となって効果的・効率的な取り組み

を行っていくためにも、市内４観光協会の一元化は急務である。 

  

①４観光協会の主体的な一元化協議が不調に終わったため、平成21年度から市が調整

役となって４観光協会の一元化に向けた協議を開始した。 

今回の仕分け結果も踏まえて、平成 24 年度中に結論を出し、平成 25 年度当初から

一元化された観光協会としてスタートする目標を定め、それに向けての協議を重ね

ていく。 

 国の公益法人改革により、平成 25年 12 月までに新法人への移行が義務付けられて

おり、現在、社団法人津山市観光協会がその手続きを進めている。 

 ただし、仕分けでも指摘されたように、あくまでも４観光協会同時の一元化を目指

したいと考えている。 

 

②また、平成 25年度は「美作国建国 1300 年記念事業」実施年度であり、これに合わ

せて新しいスタートを切ることがふさわしく、広域観光への取り組みを進める契機

にしたいと考えている。 

 


